
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会長 □ □ □ □さん 

生徒会副会長 □ □ □ □さん 

議 長 
□ □ □ □さん 

□ □ □ □さん 

図書委員長 □ □ □ □さん 

保健委員長 □ □ □ □さん 

放送委員長 □ □ □ □さん 

 

 立小の６年生が、英語の授業と、１年生による学校生活紹介の授業を受けました。 

英語の授業では、緊張の表情を見せていた立小生も、何をしたら良いのかが分かると 

一変！声が出始めました。明るく授業に向かうことができる立小生ですから、中学入学 

後も「聴く力」「考える力」を鍛えていけば、短時間で判断し、解答できるようになると 

思いました。その後、１年生の階に移動し、中学校生活についてのお話しを聞きました。１年生は先輩として成長した姿を見

せると共に、頼れる存在であることをアピールしました。立川地区の良さである、「みんなが、みんなを知っている」、先輩が

後輩の名前を言えることも、しっかり受け継がれていました。小学校での縦割り活動の成果だと感じます。 

説明後の「何か質問はありませんか？」の問いに、「給食はたくさん食べられますか？」「一日どれくらい勉強しますか？」

「成績が悪いと補習授業とかありますか？」「悪いことをしたら、廊下に立たされますか？」「何時頃帰宅できますか？」とい

った質問が出ました。最後は立中生から６年生に、メッセージシートをプレゼントしました。 

『 志高く 未来を切り拓く 』立川中学校通信 
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 先輩が創り上げてきた生徒会を受け継ぎ、そこに自分達らしさを加え、新たな立中を創り上げようと、 

名乗りを上げ、思いを語りました。立候補者の掲げたキーワードは、「笑顔」「言える」「気軽に」「生活習慣」「楽しい」 

でした。今後、活動全体のスローガンが提案され、先輩達のアドバイスを受けな

がら、立川中学校の「顔」となる生徒会活動に取り組んでくれることと思います。 

それぞれの公約実現に向けて始まる新生徒会に期待しています。 

投票は、今年もタブレットを活用した電子投票を行いました。集計ミスを防ぐ

ことができ、早く結果が出せる、等の良さが見られました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 更に 3 年生は、１２月１5 日（金）に鶴岡税務署の方 2 名をお招き

して、「税の授業」を受講しました。「もし、税がなかったら？」「橋を

作るとして、所得の違う 3 人は、どのように費用を負担すべきか」「貯

蓄がある人と無い人では？」など、状況に応じた税負担の公平さを考え

ました。最後に、“1 億円はこんな感じ”ということで、お札の束を体

感させて頂きました。 

立川中学校ホームページ https://www.town.shonai.lg.jp/tachichu/ 

 ２０２３年、卯年も残すところわずかとなりました。多大なご支援を賜りまして、 

ありがとうございました。お陰様で生徒一人ひとり、それぞれの課題と向き合い、 

励まし合いながら前へ前へと進むことができました。体格も、考え方も、物事の捉え方 

も一回り成長していると感じます。聞くところによると、反抗期真っ只中という生徒もいるとか。私たちも通ってきた道です。

何でも自分で確かめないと気が済まなかった時代でもあります。「失敗は成功のもと」次に繋がるように、大きな懐で受け止め、

支援して頂きますようお願い申し上げます。 

３学期も生徒の思いが達成出来るように、職員一同、全力で応援させていただきます。 

 １２月１３日（水）～１５日（金）の３日間、3 年生体育のマット運動の授業に、本校出身の□□□□さんをはじめ、 

県立庄内総合高等学校体操部６名の皆さんが来て下さり、マット運動の技術指導に協力してくれました。３日間の内容は以下の通りです。 

◇１２月１３日（水）・・・①一つひとつの技を安定させる ②技の出来栄えを高める 

◇１２月１４日（木）・・・①模範演技を参考に、オリジナルな演技を組み立てる  

②組み立てた演技を練習し、一連の動きをなめらかにする 

◇１２月１５日（金）・・・①組み立てた演技を、班内で発表する ②自分の演技や他者の演技を振り返り、感じた事をまとめる 

 立川中学校は今年度、こども園・小学校・中学校の連携を見直しましたが、加えて中学校と高等学校の連携も進める機会を頂きました。

地元庄内町の高等学校との連携を深め、立川の子ども達の持つ力を伸ばしていくことができたらと考えます。 


